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※現在は歩けません。
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琵琶の沢
ここに架かるめがね橋

は美しいアーチを描い

ています。必見！

ナンバ清水
「スズ」とは「湧き出る清

水」のこと。芭蕉もこの水

　を飲んだかも。

笹森集落
曽良日記にも登場す
る口留番所があった
所です。

新屋聖観音
芭蕉一行も ここで
参拝したかも!?し

ん
じ
ょ
う

至
新
庄

し
ん
じ
ょ
う

至
新
庄

後沢
橋が無い幅2m水深20cm
ほどの沢。石を並べて渡っ
ていきましょう。

分水嶺
     注目のパワースポット。
この小さな池から、遥か日本海、
太平洋への長い水の旅が始まります。

甘酒地蔵
義経伝説が残るお堂です。
芭蕉もここを参拝したとか。

田んぼ道から
　　遊歩道へ

中山宿
集落あり

蚤
虱
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う
ま
　
　
　
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ま
く
ら

大
山
を
の
ぼ
っ
て
日
既
暮
れ

け
れ
ば
、封
人
の
家
を
見
か
け

て
舎
を
求
む
。

三
日
風
雨
あ
れ
て
よ
し
な
き

山
中
に
逗
留
す
。
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山
平
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泉
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ぞ
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し
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ざ
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さ
ん
か
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ば
ん
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ひ

あ
づ
ま
や

せ
き
ざ
わ

ほ
う
じ
ん

ぶ
ん
す
い
れ
い

さ
か
い
だ

モデルコース

～中山平より
　尿前の関の後は、大きな山をやっとの思いで
登り、日はすでに暮れてしまった。途方に暮れな
がら進むと、国境を守る「封人の家」を見つけて
なんとか一晩泊めてほしいとお願いした。ところ

が3日間風雨が荒れて、理由もなくこの山の中に
逗留しなければならなくなってしまった。
人と馬が一緒にくらすこの宿で蚤や虱に頭を悩ま
せながら寝ていると、枕元には馬の小便の音が響
いてくる。

～封人の家より
宿の主人が言うことには、この先清風のいる尾花沢に行く
には、途中大きな山があり、道もしっかりしていないから、
道案内の人を頼んで越えたほうがいいとのこと。では、と
いうことで、案内人を頼んだところ、屈強な若者が反りの
入った脇差を横に、樫の杖を携えたいでたちで、私達の先
に立って先に進んでゆく。今日こそ必ず危険な目に遭いそ
うな日だなと辛い思いをしながら後についていく。宿の主
人が言ったことは間違いなく、高い山は森が深く一羽の鳥
の鳴き声も聞こえず、木の下は闇のように藪が茂っており、

まるで夜に歩みを進めているようであった。雲の切れ端か
らは中国の黄砂が舞うような心地がして、ときには熊笹の
藪を踏み分けながら、ときには沢を渡って、ときには岩につ
まづきながら、肌に冷たい汗をかいて、やっとの思いで清風
の待つ村山地方・尾花沢に出た。あの案内した男が言うに
は、「この峠道では必ず予期しないことが起こるのです。今
日は何事もなくお送りすることができ、とても幸せです。」と、
喜んで別れた。無事乗り越えてきた今、そのことを聞いても、
私の胸の鼓動は鳴りやまなかったのであった。

明神川明神川

　
な
る
こ
お
ん
せ
ん

至
鳴
子
温
泉

　
な
る
こ
お
ん
せ
ん

至
鳴
子
温
泉

かるいざわ
軽井沢

せきざわ
関沢

（原文は内面へ）
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広域地図

 

ほ
う
じ
ん

封
人
の
家

　
日
本
で
唯
一
残
る「
現
存
す
る
芭
蕉
滞
在
の
宿
」

一六
八
九
年
七
月
一
日(

元
禄
二
年
五
月
十
五
日)

夕
刻
に
到
着
。

夏
至
の
10
日
後
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、午
後
七
時
頃
に
着
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

「
馬
の
尿
す
る
」の
句
の「
厩
舎
」を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
芭
蕉
一
行
が
2
日
滞
在
し
た
い
ろ
り
も
当
時
の
面

影
を
残
し
て
い
ま
す
。

■
公
開
期
間：4
月
〜
11
月（
冬
季
は
閉
鎖
）

■
入
館
料：一
般（
高
校
生
以
上
）2
5
0
円
小
中
学
生
1
2
0
円

大崎市中山平温泉駅〜最上町 堺田駅

最上町 堺田駅〜最上町 赤倉温泉駅

※拡大図は裏面をご覧ください。
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加美町
市野々

中山平温泉

堺
田

赤
倉
温
泉

立
小
路

最
上

大
堀鵜

杉
瀬
見
温
泉 花渕山

985

熊ノ返山
828

戸平山

金山
763

翁山
1075

7km
青森県

新潟県

秋田県
岩手県

宮城県山形県

福島県

旧
有
路
家
住
宅

《
国
重
要
文
化
財
》

　
十
七
日
　
快
晴
。堺
田
ヲ
立
。一

リ
半
、笹
森
関
所
有
。新
庄
領
。関

守
ハ
百
姓
ニ
貢
ヲ
宥
シ
置
也
。サ

サ
森
。三
リ
、市
野
ゝ
。小
国
ト
云

ヘ
カ
ヽ
レ
バ
廻
リ
成
故
、一
バ
ネ
ト

云
山
路
ヘ
カ
ヽ
リ
、此
所
ニ
出
、堺

田
ヨ
リ
案
内
者
ニ
荷
持
セ
越
也
。

1
6
8
9
年
7
月
3
日
︵
元
禄
２

年
５
月
17
日
︶。

快
晴
。
堺
田
を
出
発
。
約
６
km
︵
１

里
半
︶
の
と
こ
ろ
に
笹
森
集
落
の

番
所
が
あ
っ
た
。こ
こ
は
新
庄
領
。

関
守
つ
と
め
る
百
姓
に
年
貢
を
免

除
し
て
い
る
。
笹
森
集
落
よ
り
約

12 

km
︵
3
里
︶
で
市
野
々
集
落
へ
。

小
国
集
落
寄
り
を
通
り
か
か
る
と

遠
回
り
と
な
る
の
で
、一
刎︵
ヒ
ト

バ
ネ
︶
と
い
う
山
道
を
使
い
こ
の

場
所
ま
で
出
た
。
堺
田
よ
り
案
内

者
に
荷
物
を
持
た
せ
て
超
え
て
き

た
の
で
あ
る
。『

曾
良
随
行
日
記
』

温　泉

交通案内

日帰り入浴可能施設

サポート情報

●タクシー
　赤倉観光タクシー ☎43-2115

●バス
    尾花沢市営バス ☎0237-22-1111

最上町東北自動車道
約6時間

国道47号（最上方面）
約1時間

赤倉温泉駅

古川
IC

陸羽東線
約1時間

東北新幹線
約2時間20分

アクセス

インフォメーション

東京

ボランティアガイド
最 上 町 役 場
尾 花 沢 市 役 所

☎0233-43-2233
☎0233-43-2111
☎0237-22-1111

封人の家（旧有路家住宅）
　
芭蕉・清風歴史資料館

☎0233-45-2397

☎0237-22-0104

市外局番  0233

JR新幹線・在来線をご利用の場合

高速自動車道・一般道ご利用の場合

古川

東京

♨

小 中 学 校
博 物 館
温 泉
バ ス 停
神 社

駐 車 場
ト イ レ
電 話
ガソリンスタンド
桜 の 名 所

お 食 事 処
そ ば 屋
土 産 物 屋
ス キ ー 場
紅 葉 の 名 所

寺 院
名 跡
芭 蕉 句 碑
ビュースポット
東 屋

28信号
国道13

県道・町道
J  R

橋

（日曜日定休）

♨

♨

♨
♨
♨

♨

♨
♨

♨

♨
♨

♨

♨
♨

♨

☎080-1660-4083

☎45-3533

☎45-2215
☎45-2301
☎45-2201
☎45-2231
☎45-2059
☎45-2023
☎45-2121
☎45-2403
☎45-2512
☎45-2816

☎44-2822

☎43-3117赤倉温泉観光協会

日帰り温泉「おくのほそ道」赤倉ゆけむり館

☎42-2123

☎43-2977

☎42-2311
☎42-2011
☎42-2411
☎42-2427
☎42-2031
☎42-2321

瀬見温泉旅館組合

【赤倉温泉】

【前森温泉】
清流

【瀬見温泉】

ゆめみの宿　観松館
湯元　喜至楼
旅館　小川屋
旅館　ほていや
四季の宿　まごろく
旅館　松葉館

わらべ唄の宿　湯の原
湯守の宿　三之亟
悠湯の宿　湯澤屋
みどりや旅館
旅館　最上荘
旅館　しゃくなげ荘
くつろぎの里 田代館
旅館　いづみ荘
いやしの湯「赤倉荘」
ひやま山荘

【大堀温泉】
おらだずの宿　りんどう

日帰り温泉のみ

日帰り温泉のみ

日帰り温泉のみ

【最上温泉】
ウェルネスプラザ 健康センター

芭蕉が訪れた地

芭蕉が実際に歩いたと思われるルート
（現在は歩けない所もありますので推奨ルートをご利用下さい）

現在は歩くことが困難な場所のモデルコース推奨ルート A

BC

最 上 町 観 光 協 会  TEL.0233-43-2233

宮城県 山形県

やまがた観光情報センター  TEL.023-647-2333
R4.1.5000

山形県　観光のお問合わせ先

最上町　観光のお問合わせ先

す　ず
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モデルコース最上町

棚田の連続
少しずつ広がってゆく田

んぼの風景は、日本の

大事な原風景です。

万騎の原
芭蕉一行が通った

100年前の1580年、

ここで最上義光軍と

細川軍が戦を

　　行いました。

赤倉
　  温泉

芭蕉が通過したのは
7月 3日の早朝 7時頃か。
温泉に入っていったか？
横目で見ながらいったか？

赤倉温泉駅赤倉温泉駅

　　しんじょう
至新庄
　　しんじょう
至新庄

　　おおさき

至大崎
　　おおさき

至大崎

たしろ
至田代峠

たしろ
至田代峠

明神川明神川

末沢末沢

最上小国川最上小国川

クラブ
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　　みつざわ 　もがみまち
至満沢・最上町中心街
　　みつざわ 　もがみまち
至満沢・最上町中心街

市
野
々
か
ら
先
は
大
石
田
・
尾
花
沢
版

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
野
々
か
ら
先
は
大
石
田
・
尾
花
沢
版

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

至
国
道
47
号
線

JR
堺
田
駅
〜
JR
赤
倉
温
泉
駅(

裏
面)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

JR
堺
田
駅
〜
JR
赤
倉
温
泉
駅(

裏
面)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

せなざかとうげ

至背坂峠
せなざかとうげ

至背坂峠

たしろとうげ
至田代峠
たしろとうげ
至田代峠

一刎公民館

馬頭観音碑

この先、電話つながりにくい。
バス時間確認、タクシーの手配

　　　　　　　　　　　　　ひとはね
尾花沢〜最上町一刎地区

尾花沢市営バス（市役所）：0237（22）1111
赤倉観光タクシー：0233（43）2115

注意！

ブナの原生林に覆われた標

高差100mの美しい峠道。

森村誠一さんも「名蕉100

選」のひとつに挙げて

います。

二十七曲がり

標高470m。
加藤楸邨さんが揮毫した石碑あり。
子持ち杉も必見。

標高470m。
加藤楸邨さんが揮毫した石碑あり。
子持ち杉も必見。

林を抜けて旧県道に
出ると、かつて集落
があったこの地の
のびやかな棚田の風
景が広がります。

沢を渡り終わった場所に

かつて茶屋（与市茶屋、

三吉茶屋）があったそう

です。

茶屋の跡

※現在は歩けません。

※現在は歩けません。

※現在は歩けません。
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々

※現在は歩けません。

この先、電話つながりにくい。
バス時間確認、タクシーの手配

　　　　　　　　　　　　　ひとはね
尾花沢〜最上町一刎地区

尾花沢市営バス（市役所）：0237（22）1111
赤倉観光タクシー：0233（43）2115

獅子の沢

思い木坂

ま　ぎ

ごめんなさい

湯けむり橋
まじゃれ茶や

麓の清水
す ず

新屋聖観音

赤
倉
温
泉
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キ
ー
場

赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場

赤
倉
温
泉

赤
倉
温
泉

ま
じ
ゃ
れ
茶
や

ま
じ
ゃ
れ
茶
や

※雨の日は特にすべりやすくなって
　おりますのでご注意ください。

大平集落跡

「
お
く
の
ほ
そ
道
」最
上
町

「
お
く
の
ほ
そ
道
」最
上
町

〜
高
山
森
々
と
し
て
一
鳥
声
聞
か
ず
〜

〜
高
山
森
々
と
し
て
一
鳥
声
聞
か
ず
〜

B

C

C

ナラ

スギ

ブナ

ブナ

最上町ボランティアガイド協議会

　
芭
蕉
が
こ
の
地
を
旅
し
た
と
き「
道
さ
だ
か
な
ら
ぬ
」

場
所
だ
っ
た
の
で「
屈
強
の
若
者
」を
依
頼
し
ま
し
た
。

芭
蕉
は
こ
の
地
に
住
む
若
者
と
ど
ん
な
会
話
を
し
な
が

ら
道
を
進
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。山
形
弁
も
織
り
交
ぜ

た
楽
し
い
ガ
イ
ド
い
か
が
で
す
か
？

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
　
4
0
0
0
円
〜

500m 山刀伐峠最上町口山刀伐峠最上町口

山刀伐峠尾花沢口山刀伐峠尾花沢口

ひとはね
一刎

おおだいら
大平集落跡

500m

500m
1km

山刀伐峠

熊出没注意熊出没注意
鈴やラジオなど音の出るものを身に付けて通行ください。鈴やラジオなど音の出るものを身に付けて通行ください。

くるみ

ヤマザクラ

TEL：080-1660-4083
（土・日・祝日のみ営業）
10：00～15：00（最上町観光協会内） 0233（43）2233

まじゃれ茶や

市
野
々
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